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• 細胞外マトリックスによる再生医療，病態
解明

• 細胞外マトリックスの形成能を評価基準と
する新薬，健康食品の探索

• 線維形成や，組織中での細胞動態を指標に，
様々な生理活性物質の評価が可能です．

• 健康食品と骨のマトリックス形成について
企業と共同研究の実績があります．
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機能的な歯の再生を目指したマトリックス研究
～組織特異的な線維形成と細胞制御～
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ヒトの永久歯は一度失われると，自然に再生する
ことはありません．したがって現在の治療法では，
種々の人工材料によって補う方法が主流です（義歯，
インプラントなど）．わたしたちは歯自体はこれま
で通り人工材料を使用する傍ら，歯と周りの組織を
結合する“歯根膜”を細胞生物学的な手法で再生す
ることにより，天然の歯と遜色のない，機能的な歯
の再生が可能になると考えています．
細胞外マトリックスは組織の機能的な本態として

だけでなく，組織の維持に関わる細胞の増殖分化に
積極的に寄与することから，細胞外マトリックスの
組織特異的な組成の再現こそが，歯根膜再生の鍵で
あると考えています．
歯根膜の再生を目指し，組織から採取したタンパ

クを線維形成に特化したデータベースを用いて包括
的に解析だけでなく，マトリックスに制御される細
胞動態を組織レベルで可視化する方法により，マト
リックス中心とした歯根膜組織の全体像を明らかに
するための研究に取り組んでいます．
わたしたちが目指しているのは，機能的な歯の再

生ですが，この技術は多様な結合組織のマトリック
ス研究にも応用可能です．

細胞標識と長期追跡による
組織内細胞動態の可視化

マトリックスの組織解析
と包括的定量解析
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